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評
価
の
項
目
は
…

事
業
の「
達
成
度
」、「
経
済
効
率
性
」、

「
事
務
効
率
性
」、「
必
要
性
」お
よ
び「
市

民
参
加
度
」の
5
項
目
に
つ
い
て
、
0
点

か
ら
3
点
の
4
段
階
評
価
を
し
、
こ
れ

ら
と
は
別
に
A
か
ら
D
の
4
段
階
評
価

の
総
合
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
と
は
…

市
役
所
の
各
課
で
実
施
し
て
い
る
事

業
に
つ
い
て
、PLA

N

（
計
画
）-D

O

（
実

践
）-CH

ECK

（
評
価
）-A

CT
IO
N

（
改

善
）-PLA

N

（
計
画
）の
サ
イ
ク
ル
の
中

で
、
自
己
評
価
と
改
善
を
繰
り
返
す
シ

ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
蒲
郡
市
で
は
、

行
政
改
革
を
進
め
る
た
め
の
重
要
な
手

段
と
し
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
の
ね
ら
い
は
…

行
政
活
動
を
住
民
志
向
、
成
果
志
向
に

シ
フ
ト
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
次
の

3
つ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

1　

市
民
と
の
行
政
情
報
の
共
有
化

2　

職
員
の
意
識
改
革

3　

事
務
事
業
の
見
直
し

評
価
の
進
め
方
は
…

平
成
13
年
度
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

平
成
14
年
度
に
各
課
1
事
業
ず
つ
の
試

行
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
15
年
度

か
ら
事
務
事
業
評
価
を
本
格
導
入
し
、

毎
年
1
／
3
ず
つ
の
事
業
、
3
年
で
全

事
業
を
評
価
す
る
方
式
で
評
価
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
、報
告
す
る
評
価（
平

成
17
年
度
に
実
施
）で
、
全
事
業
の
評
価

が
一
巡
し
ま
し
た
。

評
価
の
仕
方
は
…

今
ま
で
感
覚
的
に
と
ら
え
て
い
た
そ

れ
ぞ
れ
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の

概
要
、
投
入
し
た
事
業
費
・
人
員
、
そ
の

成
果
な
ど
を
、
で
き
る
だ
け
数
値
を
用
い

て
客
観
的
に
評
価
を
し
、
1
つ
の
事
業
に

つ
い
て
1
枚
の
評
価
表
を
作
り
ま
す
。

こ
の
評
価
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の

担
当
課
長
補
佐
ま
た
は
係
長
が
評
価（
作

成
）を
し
、
課
長
が
点
検
を
し
ま
す
。
そ

の
あ
と
、
担
当
部
長
が
評
価
を
し
ま
す
。

別
々
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

客
観
的
な
評
価
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

市役所の仕事
見直しています
～平成16年度事務事業評価結果～

　蒲郡市では、行政改革を進めるために、平
成15年度から事務事業評価を本格導入し、市
役所で行っているすべての事務事業（仕事）
を見直しています。
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3

総合
評価 内　容

A 現在の事業の進め方で十
分効果があがっている。

B 事業の進め方に改善が必
要である。

C
事業の計画、内容および
規模などの改善が必要で
ある。

D 事業の廃止の検討が必要
である。

平成16年度事業事務評価表
担当 総務部 行政課 内線等 1402

事業コード 事務事業名 行政改革推進事業

根拠法令等 蒲郡市行政改革大綱 A法令　B条例　C規則　Dその他　Eなし

①総合計画での位置付け

　基本目標 　施策名

市民とともに歩むまちづくり 行政

⑥事務事業内容の評価

項 目 課内評価 部長評価 評価の説明（問題点）

達 成 度 3 3 今年度から行政改革委員会の活動として、事務事業の外部
評価を開始した。

経 済 効 率 性 3 3 行政改革委員会は委員長（大学教授）以外は無報酬であり、
外部評価も手作りで実施している。

事 務 効 率 性 2 2 行政改革委員会の効率的な活動のためには、相当程度の事
務局事務が必要となる。

必 要 性 3 3 各種行政を展開していく中で、常に意識し実施していかな
ければならない事務事業である。

小 計 11/12満点中 11/12満点中

市 民 参 加 度 1 2 市民への広報としてシンポジウムを実施しているが、積極
的な参加は少ない。

合 計 12/15満点中 13/15満点中

※達成度等各項目は、0～3点までの4段階評価

総 合 評 価 B B 行政改革推進は市政の重要なテーマであり、市民への情報
発信が更に必要である。

※総合評価は、A～Dまでの4段階評価

⑦これまでに実施した改善点

・市民の行政改革への参加、啓発として、平成15年度から年1回市民会館においてシンポジウムを実施して
いる。

・行政改革委員会の活動として、平成16年度から、市の実施する事務事業について外部評価を開始した。

⑧今後改善すべき点

・平成17年度策定予定の集中改革プランについて、市内部、市民代表としての行政改革委員会協力の上で完
成を目指したい。

⑨平成18年度予算に反映する項目

!0組織、人員に関する提言

※各部長は、部長評価蘭の採点部分だけを記載


